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牧草と園芸　第５２巻第６号（２００４年）

はじめに

　輸入飼料依存型の生産構造が原因とみられる口蹄

疫やＢＳＥの発生により，畜産物の安全性に消費者

の関心が高まり，自給飼料に立脚した生産構造への

転換が早急に求められている。しかしながら，自給

飼料給与率（飼料自給率）はここ数年横ばいである。

飼料自給率の向上のため，牧草の単位面積当たり収

量の向上と高品質化実現をめざした具体的方策の普

及が急がれる。

北海道の草地の現状

　北海道の草地面積は，現在５７．３万�であり，近年

は横ばいからやや減少傾向にある。収量は３．５ｔ／

１０ａ（生草ベース）程度，また，栄養価についても，

グラスサイレージのＴＤＮ含有率（％）の全道平均

は５８～５９％程度（ホクレン農業協同組合連合会：粗

飼料分析値統計表２００４年）で停滞している。

　草地の生産性・品質を向上させる為に，肥培管理

等による改善のほか，草地更新による植生改善が効

果的と考えられる。北海道では，地域や土壌別に草

地の更新指標が設定されているが，草地の更新率は

４％前後と低い数字で推移している。公共事業費の

削減等により，この更新率の数字が今後，飛躍的に

増えることは想像し難いが，自力更新等の自助努力

も動員して，何とか植生を改善したいものである。

草地の改善の必要性

　このような情勢の中，生産現場では，冬枯れや草

地の経年化，作業機械の大型化による踏圧害や家畜

ふん尿の不適切な散布等により，播種牧草が衰退

し，そのオープンスペース（裸地）にシバムギ，ケ

ンタッキーブルーグラス，レッドトップおよびリー

ドカナリーグラス等の地下茎型イネ科草やギシギシ

など，生産性および栄養価の低い草の侵入が進みつ

つある。

　このことは、単に収量の低下にとどまらず，酪農

経営全体へのデメリットを引き起こす。例えば，乳

牛の乾物摂取量はルーメンの膨満により限界がある

ため，飼料の消化率やＴＤＮ（％）に影響されるこ

とが分かっている。すなわち，牧草の栄養価（ＴＤ

Ｎ％）が低いと必要な栄養が満たされないうちに，

満腹になり乾物摂取量が増えない。この段階で，Ｔ

ＤＮの自給率が頭打ちされていく。ＴＤＮ自給率と

濃厚飼料１�当たりの飼料効果の関係には有意な正

の相関が，また，自給飼料生産乳量と所得の関係に

おいても有意な正の相関があることが報告されてい

る（井原：農家の友２０００年）。このことから，草地の

植生が悪化（栄養価の低い草種の優占）することに

よる自給飼料の栄養価低下は，ＴＤＮ自給率の低下

北海道における草地の現状と更新
（簡易更新）の必要性

草地更新シリーズ①

北海道立根釧農業試験場　作物科長　佐藤　尚親

表１　酪農経営における自給飼料給与率の推移

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＴＤＮベース，単位：％）
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表２　北海道における草地面積・生産性・整備改良面積の状況

平成１５平成１４平成１３平成１２平成１１平成１０平成７昭和６０区　　分

５７３
３３．８

５７３
３５

５７５
３５．１

５７６
３５．７
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牧草作付面積（千�）
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９，３５７

（１，８７９）
１７，３１７
４．６

２２，５９５
８，６０４

（１，８６７）
１３，９９１
３．９

２９，２４３
１５，８７６
（２，１４９）
１３，２６７

５

草地整備面積（�）
　　自力更新面積
　　（うち簡易更新面積：�）
　　整備改良面積
草地更新率（％）

（北海道農政部酪農畜産課・農地整備課調べ）



を招き，所得の低下を招くことが容易に推察され

る。

　さらに，必要な乾物摂取量を確保できない状態

は，単に乳生産が低下するだけではなく，家畜の健

康を害する可能性が高くなってくる。例えば，第四

胃変位などは，分娩前後の乾物摂取量不足が原因と

され，供給飼料の質との関連が示唆されている（道

立畜試：北海道農業試験会議資料２００４年）。

　しかし、裏を返すと、草地の植生を改善し，高品

質の自給飼料の割合を高めることで、経営全体への

メリットが出てくる。自給飼料の栄養価（ＴＤＮ％）

が５％向上すると，年間産乳量は１０％向上するとい

う報告があるし（田中：ぐらーす２０００年），ＴＤＮ％

の高い粗飼料は，家畜ふん尿量を低減し，処理・利

用のコスト低下を計ることも期待できる。

　以上のように，大切な家畜の健康と酪農経営全体

の健全化の為、草地の植生（質）を改善することは

重要で，そのために，技術的に安定した，低コスト

で省力的な草地更新を行うことができれば，非常に

効果的である。

完全更新に関する技術進歩

　草地の更新法は，プラウによる全面的な耕起を行

う完全更新（耕起更新）と，部分的な耕起や耕起を

伴わない簡易更新に大きく分けられる。

　現在，北海道では完全更新が最も一般的で，各種

の草地整備事業における草地更新の多くは完全更新

を行っている。完全更新の技術では，雑草対策に関

する進歩が顕著である。即ち，グリホサート系除草

剤の活用を中心に，地下茎型イネ科草が優占した既

存植生に対する除草剤処理する方法（竹田・蒔田：

北草研１９８４年）や，播種床を造成後一定期間放置し

実生雑草の発生を待ってから除草剤処理し播種する

方法（高木ら：北草研１９９４年，北海道：平成１６年度

農作物病害虫防除基準・除草剤使用基準２００４年）等

の技術の確立によって，地下茎型イネ科草に対する

対策が打てるようになっている。また，既存植生へ

のグリホサート系除草剤と，更新後に発生するギシ

ギシに対するアシュラム液剤の体系処理により，よ

り雑草の少ない更新草地の造成技術も確立されてい

る（天北農試：北海道農業試験会議資料２００３年）。し

かし，北海道の一部地域では，水産資源保護の立場

から，草地整備事業等における除草剤の使用につい

て制限される場所もあり，また，薬剤使用のより少

ない牛乳生産ができないかという消費者ニーズもあ

り，除草剤以外の方法による雑草・不良植生低減技

術の開発も求められている。天北農試で開発され

た，雑草の発生実態と播種床土壌サンプルから，雑

草発生予測を行い，播種時期や混播相手の検討を行

う技術（北海道農業試験会議１９９８年）のような，耕

種的な防除法は今後の参考になるかもしれない。

簡易更新に関する最近の動き

　北海道では現在，草地整備面積の１割程度，自力

更新面積の２割程度が簡易更新である。簡易更新は

省力・低コストで植生の改善が計れることが特徴で

ある（高木ら：北草研１９９８年）。簡易更新の施工方法

は実に様々な方法が考えられている。簡易更新の施

工法は以下のように分類整理することができる。

１．部分耕起または表層攪拌する方法：ディスクハ

ロー，ロータリハローによる表層攪拌，パワーハ

ローによる砕土，チゼルプラウによる部分耕起等の

処理後，追播をする方法である。簡易更新の施工法

の中で，部分耕起または表層攪拌する方法は植生の

改善効果が最も優れているが，その分労力・コスト

は他の簡易更新の施工法よりも若干かかるとと考え

られる。

２．作溝法は労力・コストの低減や，若干の傾斜が

ある草地での施工ができるメリットがあると考えら

れ，機械メーカーが新しい作業機械を導入し各地で

試験を行っており，現在注目されている施工法であ

る。この機会にいくつかの機種を紹介したい。

①ブレドオーバーシーダは，機種により畦幅が５．０

�，７．５�，１０�のタイプがあり，

コールタディスクで溝を切り，

ディスクサイドのスキッドで広げ

た溝に１５�の播種深で追播し，後

部ローラーで鎮圧する。ディスク

個々にサスペンションを有し，凸

凹対応という特徴を有している。
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表３　根釧地方における火山性土壌草地の更新指標

対　　　　　　策不良植生割合

原則として更新しない。施肥量の増加で増収が期待できる。
今後の検討をまつ
施肥による増収が期待されず，更新をする。

＜１０％
１０～３０％
３０％＜

注）不良植生割合はケンタッキーブルーグラス等地下茎型イネ科草，広
葉雑草の冠部被度および裸地割合の合計値（根釧農試：１９８３）

表４　天北地方における鉱質土草地の更新指標

備　　　　考
�

要更新値
�

準更新値
�

許容量
�

基準値
項　　目

３つの項目のうちどれか１つ
が�に当てはまれば要更新
２項目についてⅢの値に当て
はまれば要更新

４．７以下
４６％以上
４０％以下

５．０～４．７

６０～４１％

５．５～５．０
４１～４５％
８０～６１％

６．５～５．５
３６～４０％
８１％以上

�（土壌化学性）＊

固相率（土壌物理性）
主要草種割合（植生）＊＊

注）＊：０～５�での測定　＊＊：冠部被度（天北農試：１９８４）
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詳細は㈱コーンズ・エージー（北海道恵庭市北柏木

町３－１０４－１，ＴＥＬ：０１２３－３２－１４５０）。

②ハーバーマットは独自のブレードで畦幅８�で作

溝し，１５�の深度に追播し，後部の鎮圧棒（タイン）

で鎮圧する。施工スピードが速く，ブレード・播種

部個々にサスペンションを有し，凸凹対応という特

徴を有している。詳細は㈱ヰセキ北海道（北海道岩

見沢市５条東１２丁目７，ＴＥＬ：０１２６－２２－３３８８）。

③シードマチックはコールタディスクと独自のオー

プナーで１５�間隔で作溝し２０～４０�の播種深に追播

する。施肥ホッパ付きや，種子ホッパサイズ，作業

幅についても数タイプあり，機種のバリエーション

が豊富である。詳細は㈱サージミヤワキ札幌営業

所，（北海道石狩郡当別町字東裏１３３８－１０，ＴＥＬ：

０１３３２－５－２２２２）。

④パスチャードリルはコールタディスクと独自の

オープナーで１８�間隔で作溝し，０～１００�の播種深

に追播する。施工スピードが速く，凸凹に対応す

る。施肥・種子ホッパ，作業幅についても数タイプ

あり，機種のバリエーションが豊富である。詳細は

㈱日本ニューホランド北海道営業部（北海道札幌市

中央区北７条西２５丁目１－７，ＴＥＬ：０１１－６４３－

２１５１）。

ブレドオーバーシーダ

パスチャードリル

グレートプレーンズ

ハーバーマット

シードマチック
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⑤グレートプレーンズはコールタとＶ字オープナー

で１８�間隔で作溝し，０～９０�の播種深に追播する。

後部ディスクで鎮圧し，凸凹対応という特徴を有し

ている。詳細は㈱アイデーイーシー（北海道勇払郡

早来町遠浅７４６－２，ＴＥＬ：０１４５２－２－２２３７）。

３．穿孔法の作業機としては，グランドホッグが挙

げられる。この機械はドラム回転軸に付いている手

裏剣状の鉈刃で，ほぼ２０�間隔で地表面に穿孔を作

り，シードボックスのスリットから出ているワイヤ

の振動で追播する機械である。１回の走行ではまば

らな穿孔跡が残るのみであるが，複数回の走行によ

り表層攪拌と類似の様相を呈する。更に，施工深度

が７～１０�程度の深さなので，土壌物理性の改善も

期待される。施工効果や施工方法については岩手県

農業研究センターからの報告があり，耕起更新が困

難な石レキ，傾斜地での簡易更新が可能とされてい

る（増田ら：牧草と園芸２００２）。詳細は㈱アイデー

イーシー（北海道勇払郡早来町遠浅７４６－２，ＴＥ

Ｌ：０１４５２－２－２２３７）。

４．部分耕転法の作業機としては，ニプロが挙げら

れる。この機械は生研機構の農業機械等緊急開発事

業により開発された機械で，２７�間隔の畦幅で，１．５

�幅のカルチ掛けを１５～３０�程度の深度で行い，追

播・鎮圧する。凸凹に対応する。畦内の発芽環境が

良好なので，畦内には，非常に高密度に播種牧草が

定着する。非常に精密に施工するため，施工速度は

０．３～０．６�／ｈ程度である。詳細は松山株式会社

（北海道営業所：北海道空知郡栗沢町由良１９４－５，

ＴＥＬ：０１２６－４５－４０００）。

５．不耕起法：蹄耕法やマクロシードペレット法等

がこれに該当する。のり面等で使われる吹きつけ法

等もあるが，コスト面等から酪農分野では利用され

ていない。

　いずれの簡易更新機も価格帯は２００～５００万円程度

で，必要なトラクタの馬力数は，７０～８０馬力程度以

上あれば施工することができる。

　以上，簡易更新の施工方法について列挙したが，

実際の現場では完全更新に比べて，改善効果が小さ

い時もあり，施工の成功・失敗に関して安定感で劣

る傾向がある。既存植生や土壌環境を含めた施工条

件，施工時期，除草剤処理の有無，草種・品種の選

択等，要因の共通項について絞りこみが必要と考え

られる。

　北海道では，「草地生産技術の確立・向上対策（草

プロ）事業」において，平成１４～１６年度にかけて，

道立畜試，天北農試，根釧農試の３場で，低コスト

草地改良試験を行なっている。既に，「マメ科牧草

追播マニュアル（北海道農政部：２００２年）」および

「イネ科牧草かに更新・追播事例集（北海道農政部：

２００４年）」が発行され，普及現場に配布されている。

これらの内容については，後の機会に紹介させて頂

くこととする。北海道における牧草種子総需要量の

７５％を占めるチモシーは，簡易更新技術の確立を最

も求められている草種であるが，初期生育・競合力

が穏やかで，簡易更新が最も難しいとされている。

草プロ事業では，本年度，チモシーを用いた簡易更

新技術の取りまとめと併せて，放牧地における他イ

ネ科草種の導入も含めて，「（イネ科牧草追播によ

る）草地の簡易更新マニュアル」の策定を進めてい

る。

　現場では既に，�北海道農業開発公社の「草地リ

フレッシュ事業」の様に，施工メニューの一部に，

低コストで省力的な簡易更新を盛り込んだ事業も

走っており，失敗が少なく，より改善効果が大きな

簡易更新の施工技術の確立が急がれている。

ニプログランドホッグ


